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研究成果の概要（和文）： 
フランス中世における文学の場に関して，（１）キリスト教，（２）宮廷，（３）農民と都市民と

いう３つの文学の場を区別して考察することが有効である。詳しくは以下の図書（いずれも共

著）の一部としてまとめることができた。『芸術のトポス』（木俣元一と共著，岩波書店，2009，

pp.17-148, 291-302.）／『イギリス・フランスの中世ロマンス―語学的研究と文学的研究の壁を

越えて』（今井光規ほかと共著，音羽書房鶴見書店，2009，pp.11-50.）／『中世ヨーロッパの祝

宴』（水田英実ほかと共著，溪水社，2010, pp.82-115.）／『中世ヨーロッパにおける伝統と刷
新』（水田英実ほかと共著，溪水社，2009，pp.87-134.）／『中世ヨーロッパにおける笑い』（水

田英実ほかと共著，溪水社，2008，pp.81-110.）／『中世ヨーロッパにおける女と男』（水田英

実ほかと共著，溪水社，2007，pp.137-184.） 
 
研究成果の概要（英文）： 
Concerning the circumstances of literature in Medieval France, it is useful to distiguish three 
following categories : (1) Christianism, (2) Court, (3) Farmers and citizens. We have published the 
results of our studies on circumstances of literature in Medieval France in the following books. 
Topos of arts (Iwanami, 2009, pp.17-148, 291-302.) / Medieval romances in England and France --- 
Over the barriers between linguistic and literary approaches, (Otowatsurumishobo, 2009, pp.11-50.) / 
Feasts in Medieval Europe (Keisuisha, 2010, pp.82-115.) / Tradition and Innovation in Medieval 
Europe (Keisuisha, 2009. pp.87-134.) / Laughter in Medieval Europe (Keisuisha, 2008, pp.81-110.) / 
Women and Men in Medieval Europe (Keisuisha, 2007, pp.137-184.) 
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１．研究開始当初の背景 
 従来のフランス中世文学研究は，生み出さ

れた作品を前に，通時的視点を中心として，

各作品の内容および形式を手がかりにいく

つかのジャンルに分類してなされてきた。す

なわち，聖人伝，南フランスの抒情詩，北フ

ランスの抒情詩，シャンソン・ド・ジェスト，

宮廷風騎士物語，アレゴリー文学，ファブリ

オ，動物叙事詩，演劇，博物誌，歴史もの，

などである。これらのジャンル分類もそれな

りに時代背景や社会的な状況を反映したも

のであり，古代，中世，近世・近代を通して

続く人間の文学活動においてフランス中世

文学の特質を浮き彫りにするのに有用であ

る。しかしながら，各作品の内容や形式を中

心として文学にアプローチするのみでなく，

社会における人間の諸活動のなかに文学活

動を位置づけることによって，フランス中世

文学の特質が浮かび上がってくることも考

えられる。本研究においては，そのような立

場から「文学の場」という概念を導入して，

フランス中世文学の研究を深めようとした

ものである。 
 
２．研究の目的 
(1)生活の質の向上としての文学 

 古来繰り返されている人間の一生の諸活

動，すなわち生命維持活動，社会システムに

おける活動，余暇の活動を，個人のレベル，

集団のレベルにおいて考察すると，それは一

生の生活の質（クォリティ・オヴ・ライフ）

の向上への努力とみることができよう。音楽，

絵画，彫刻，建築，演劇，文学などの芸術諸

活動をその最も重要な活動ととらえ，本研究

では，フランス中世文学を研究対象とし，21

世紀における生活の質の向上への手がかり

を得ることを目的とする。 

 (2)文学の場とは 

「文学の場」とは，作者が作品を生み出す場，

語り手など媒介者の場，聴衆や読者が作品を

鑑賞・享受する場，のことである。媒介者は

作者が兼ねる場合もある。すなわち，作者か

ら聴衆／読者に，作品が直接渡される場合で

ある。一連の文学活動をロベール・エスカル

ピ Robert Escarpit（『文学の社会学』

Sociologie de la littérature）に倣って，生産
―流通―消費の図式でとらえるならば，作品

創造（生産）―作品の公刊，伝播（流通）―

作品の受容（消費）ということになる。その

それぞれについて，またその全体について，

いつ，誰が，どこで，どのようにして，どの

ような動機でそれらに関わったか，などが文

学の場である。 

 ここで言う「場」とは，空間的な場所のみ

ならず，時間的な場，すなわち機会，また社

会システムの中における場，すなわち作者，

媒介者，鑑賞者の身分や人間関係などの社会

的な環境，さらにはその社会のイマジネーシ

ョンのあり様も含む。言い換えれば，文学と

いう人間の営為が行なわれる，自然的環境，

社会的環境，思想的環境のことである。 

 文学活動を，作者による作品創造—伝播—

鑑賞者（聴衆／読者）による作品の鑑賞・享

受のシステムにおいてとらえ，時代および地

域によるその変遷や種々相を文学社会学の

研究対象としたエスカルピの枠組みを参考

にし，本研究はフランス中世における作者の

社会的立場，写字生による写本制作の実態，

聴衆／読者による作品の鑑賞・享受の実態を

明らかにすることを目的とする。 

 したがって本研究では，まず第一に，個々

の文学作品は，社会的にどのような地位の人

によって創作されたのか，その作品の写本制

作はどのような人の意志によって決定され

実行に移されたのか，実際の書写作業にあた



った写字生はどのような教養を積み，書写作

業の技術はどこでどのように伝授され，受け

継がれていったのかなど，写本制作の実態を

文学の場の視点から明らかにしていく。 

 「今—ここ」を共有しない人，すなわち遠

く離れた場所にいる人，将来生まれてくる人

に，人類が発見，発明，創造した知を受け渡

す手段が本であるが，フランス中世にあって

は，それは写本という形である。すなわち，

グーテンベルクの活版印刷の発明以降のよ

うに，１つの版から何百冊もの同一テクスト

が出来上がるのではなく，写字生によって何

時間もかけて，１ページ１ページ，１行１行，

１文字１文字，手で書き写された結果，よう

やく１冊の副本（コピー）が出来上がるので

ある。その意味でも，文学の場の研究におけ

る写本制作の実態を究明することは重要で

ある。 

 
３．研究の方法 

(1) パリのフランス国立図書館，サント・ジ

ュヌヴィエーヴ図書館，ジュネーヴのボドメ

ル博物館などにおいて，そこに収蔵されてい

るフランス文学作品の写本をできるだけ多

く調査する。そして各羊皮紙写本において，

テクスト本文以外の朱見出し（rubrique），

エクスプリシット（explicit），および落書き

などのパラ・テクストを手がかりに，フラン

ス中世写本制作の実態を調査する。また，写

本巻頭などに記されていることがある，写本

制作依頼者などについての情報も調査し記

録する。さらに写本巻末などにときどき書き

加えられている写字生の本音（辛い写字の仕

事の実態など）も調査する。これらの作業は，

狭い意味でのテクストの外部から「文学の

場」の実態に迫ろうとするものである。 

(2) できるだけ多くのフランス中世文学作品

の校訂本を調査し，その中にみられる作者あ

るいは写字生から聴衆／読者への呼びかけ

のことばを調査する。これらの作業はテクス

トの内部から「文学の場」の実態を明らかに

しようとするものである。 

(3) 内外の歴史研究者による，ジョングルー

ルの生活実態，宮廷内における騎士および女

性の生活実態など，「文学の場」に関連する

研究書を調査し，史・資料に基づく証言を集

める。 

(4)ポワチエ大学のガブリエル・ビアンチョ

ット名誉教授，慶応義塾大学の不破有理教授

など，国内外の研究協力者と研究打ち合わせ

を行う。 

(5) 池上俊一・東京大学大学院教授，河原

温・首都大学東京大学院教授，佐藤彰一・名

古屋大学大学院教授を中心とする，ヨーロッ

パ中世を多面的に考察する研究グループの

一員として，木俣元一・名古屋大学大学院教

授とともに，ヨーロッパ中世における人間の

芸術活動の特質を明らかにする仕事を分担

した。木俣教授は主として美学の視点から，

本研究代表者の原野は文学の視点から考察

した。 

(6) 1999 年に，山代宏道・広島大学名誉教授，

同水田英実・名誉教授，中尾佳行・広島大学

大学院教授，同地村彰之教授らと広島大学ヨ

ーロッパ中世研究会を創設し，ヨーロッパ中

世を対象に，歴史学，哲学，宗教学，イギリ

ス文学・語学，フランス文学・語学など，多

角的視点から考察を続けている。本研究開始

後も，ヨーロッパ中世における「女と男」，「笑

い」，「伝統と刷新」，「祝祭」などのテーマを

設定し，本研究代表者の原野は文学の場の視

点から，フランス文学を中心に考察した。 

 

４．研究成果 

(1) 池上俊一・東京大学大学院教授，河原

温・首都大学東京大学院教授が中心となって，



それまでの研究成果を「ヨーロッパの中世」

全 8 巻（岩波書店，2008-2010）にまとめた。

すなわち，佐藤彰一『中世世界とは何か』，

河原温『都市の想像力』，小澤実／薩摩秀登

／林邦夫『辺境のダイナミズム』，関哲行『旅

する人びと』，堀越宏一『ものと技術の弁証

法』，大黒俊二『声と文字』，原野昇／木俣元

一『芸術のトポス』，池上俊一『儀礼と象徴

の中世』である。そのなかで，本研究代表者

の原野は木俣元一・名古屋大学大学院教授と

ともに，『芸術のトポス』というタイトルで

それまでの研究成果をまとめた。具体的には，

第 I 部「社会のなかの文学」として，第一章

「文学の場としてのキリスト教」，第二章「文

学の場としての宮廷」，第三章「文学の場と

しての農民と都市民」である。そして，第 II

部「人間とイメージ―中世美術へのアプロー

チ」（木俣元一教授担当部分）を含めた結語

として，終章「ホモ・フィンゲンス（表象す

る人間）」にまとめた。 

(2) 一方，広島大学ヨーロッパ中世研究会に

おける研究成果として，『中世ヨーロッパの

祝宴』（溪水社，2010），『中世ヨーロッパに

おける伝統と刷新』（溪水社，2009），『中世

ヨーロッパにおける笑い』（溪水社，2008），

『中世ヨーロッパにおける女と男』（溪水社，

2007）にまとめたが，本研究代表者の原野は，

それぞれにおいて，「フランス中世文学にみ

る祝宴」，「フランス中世文学にみる笑い―笑

いの社会性」，「フランス中世文学にみる伝統

と刷新―トリスタン伝説を例に」，「フランス

中世文学にみる女と男」としてまとめた。 

(3) また，今井光規・摂南大学学長，隈元貞

広・熊本大学文学部教授，山口恵里子・筑波

大学大学院准教授，田尻雅士・元大阪外国語

大学助教授，Maldwyn MILLS・ウエールズ大

学名誉教授らとの共同研究の成果を，『イギ

リス・フランスの中世ロマンス―語学的研究

と文学的研究の壁を越えて』（音羽書房鶴見

書店，2009）にまとめたが，本研究代表者の

原野は，「フランス中世文学におけるロマン」

としてまとめた。そのなかで，特に写本にお

ける写字生のプロローグ，エピローグ，コメ

ントなどをとりあげ，「文学の場」に迫った。 
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